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合格ラインを発表する。（模造紙 2を掲示する。） 
合格ラインに届いた人は手を挙げてもらう。 

「合格ラインに届いた人は，年相応です。」 

届かなかった人に手を挙げてもらう。 

「届かなかった人は，脳の働きがすこし老化しています。」 

（模造紙 2をしまう。） 
4. 展開 
年齢が上がるに従って，合格ラインが下がること，見落とし

が多くなることを示し，なぜ年齢が上がるに従って見落とし

が多くなるのかを，これから説明すると伝える。 

5. 質問 

「まず質問です。3代前の総理大臣は誰ですか？」 
（数え方を指示して，しばらく時間をおく。） 

「答えは，福田さんです。」 

6. ヒトの脳内の説明 
思い出す作業中の脳の中のようすの模造紙の図を使って説明

する。（模造紙 3を掲示する。） 
脳の中の神経を駅，線路を枝に例える。 

7. 名前を思い出した時の脳内の説明 
3 代前の総理大臣を福田さんと思い出すことができた人の頭
の中を説明する。 

（菅さんの顔写真ワッペンと現在と書かれたワッペン，鳩山

さんの顔写真ワッペンと 1代前と書かれたワッペンを模造紙
3に貼りながら説明する。2代前，3代前も同様に行う。） 
8. 名前を思い出せなかった時の脳内の説明 
3 代前を思い出すことができなかった人，また，間違った人
の脳の中の説明をする。 

模造紙 4が模造紙 3とどのように違うか質問する。 
（模造紙 4と 3との違いを比較，観察する時間をとる。） 
（顔写真と何代前のワッペンを模造紙 4 に貼っていくが，4
代以前の総理大臣の顔写真を出して 3代前ではないことを確
ｓ認していき，最後に 3代前の麻生さんを貼る。） 
線路がなくなっているので，遠回りをすることから，思い出

すのに時間がかかることや間違った名前を出してしまうこと

を説明する。 

まとめを言う。 

「JR の線路は電車が通らなくなると，さびて草が生えて電車

が通れなくなり役に立ちません。」 

「神経の枝も同様に使わなくなると，役に立たなくなってし

まいます。」 

模造紙 2．かな拾いテストの結

果 

模造紙 4．名前を思い出せない

人の脳の中 

模造紙 3．名前を思い出した人

の脳の中 

模造紙 5．ケガをして細くなっ

た脚 
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「そこで，神経の枝を復活させるために用意したのが，次の写真です（撮影のいきさつを述べ

る）。」 

（模造紙 8-1 8-2と を掲示する。） 

「二つの写真にはどこか違うところがあります。探してみ

てください。」（観察するための時間をとる。） 

間違いを指摘させ，ひとつずつ確認する。 

「答えがわかった時や，見つけられなかった答えを他の人

が答えてくれた時に『あぁ！なるほど！！』と思ったと思

います。この体験を『なるほど体験』といいます。」 

「『なるほど体験』をしているときに，神経の枝が復活して

います。脳が若返っています。」 

「たくさんのなるほど体験をして若返ってください。」 

（模造紙をしまう。） 

13. まとめ 
「脳を使わないと神経の枝が少なくなり，物忘れします。

筋肉も使わないと細くなり，体重を支えられなくなりま

す。」 

「これからもみなさんの脳が元気でいられるように宿題を

出します。これは，月曜夕刊に掲載されている 7つの間違

い探しの漫画です。家に帰ったら間違い探しをしてみてく

ださい。『なるほど体験』をして脳を若返らせてください。

宿題のプリント 7）は帰る際に配ります。」 

「この後は，転倒予防体操をして筋肉を若返らせてくださ

い。」 

 

その 2）骨粗鬆の話（作 真木静香，橋本亜衣） 

1. 小話で導入 
お風呂で転倒して危うく骨折をしそうになった実家のおばあ

ちゃんの話をして，骨の話をすることを伝える。 
2. 骨粗鬆症の漢字書きとりと意味の説明 
「この文字を漢字で書くことができますか？」 
（模造紙 9を掲示する。） 
（「骨」「粗」「鬆」という字のワッペンを模造紙 9 に貼りな
がら意味を説明する。） 
「骨粗鬆症という名前，一度は耳にしたことがあるのではな

いでしょうか。その骨粗鬆症についてお話をします。」 
（模造紙 9をしまう。） 
3. 骨粗鬆の骨の中について説明 
「では，模造紙の絵を見てください。この絵は骨を半分に切

った時の骨の中の様子を表しています。」 

模造紙 9．骨粗鬆の話の導入 

模造紙 10．骨の中のようす 

宿題のプリント．七つの間違い

を探そう 7） 
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Practical Report on a Program for Prevention of Falls  
— At the Community Halls in the Neighborhood— 

ISHIBASHI, K., IMAI, Y., KIDO, T. and NIIMI, N. 

Abstract 

For the past four years, we have held a program at community halls 
for the prevention of falls by elderly people.  The aim of the program is to 
increase the well-being of elderly people in the area.  The program 
consists of three parts:  a puppet show, a lecture, and exercises to 
prevent falls.  The program was adopted as the social contribution 
project of Oita University in 2008, and has been carried out continuously 
for four years since then.  This paper reports on this program for 
prevention of falls, held at community halls in the neighborhood. 

Key words Program for Prevention of Falls, Community Halls  
 

 


